
令和４年度 第４回大東市産業振興市民会議（報告） 

 

１.日時・場所 令和４年１１月２１日（月）午後３時～５時 

        市民会館３０１会議室 

２.出欠（敬称略） 

【出席】 

大阪産業大学 社会連携・研究推進センター長 工学部電子情報通信工学科 教授 草場 光博 

大阪公立大学 商学部 教授                         本多 哲夫 

(株)山田製作所 代表取締役                         山田 茂 

明星シンセティック（株） 代表取締役                   上田 隆章 

新大阪食品産業（株） 代表取締役                     北尻 正太 

ＮＰＯ法人住まいみまもりたい 理事長                   吉村 悦子 

ＮＰＯ法人大東夢づくりコミュニティ 代表理事               中村 朋子 

小金屋食品（株） 代表取締役                       吉田 恵美子 

アッセンブル産業（株） 代表取締役                    竹原 清司 

大東商工会議所 常議員 （株）ウチダ 代表取締役             内田 祥嗣 

近畿経済産業局 総務企画部 中小企業政策調査課長             濱崎 浩 

 

市   産業・文化部長 北田 哲也 

事務局 産業経済室 中村総括次長・松本課長補佐・林上席主査・岡﨑（文責） 

 

【欠席】 

大東市商業連合会 会長 ＪＩＬＬＳ                     角谷 昌寛 

 

３.会長あいさつ 

 先週、東大阪市、八尾市、守口市、門真市などの商工会議所が運営している。ビジネスチャンス発掘フ

ェアに行った。大東商工会議所からも金属連携グループの上田社長はじめ皆さまに出展頂いた。大東市

の企業も多く出展していた。各企業１年目は社長が先頭に立っていても５年ほど経てば社員が先頭に立

ち、社長は一歩引いて見守っている。そのため展示会は社員教育の一環と皆さま仰っていた。これが中小

企業の姿である。先月末、近畿経済産業局が、働きがいと働きやすさを企業風土にしていき、中長期的に

発展している企業ということで当社に中長期的成長と人的資本主義の調査で来て頂いた。大東市で行っ

ている奨学金の補助は府内で最初に行ったものである。大東市で住み、働く、企業とタッグを組み若者を

成長させようというものである。前回の会議で人をキーワードにしたが決して間違っていないと思って

いる。今回はスローガンを成文化したい。 

 

４.議案 

（１）事務局より説明 

 事務局より資料１・２について説明。前回の会議で人をスローガンにすることが決まった。人に特化し



たスローガン、ビジョンを話して頂きこの場で決めて頂きたい。 

 

（２）施策検討 

【１０年後のビジョン】 

・“人と輝く”や“つながる”がキーと考える。 

・“育む”。奨学金の事業に若い子を大東で成長させたいという想いがある。 

・“寄り添う”。障害者や生活保護受給者、シングルマザーなどが寄り添う。 

・若い人に大東にずっと根付いてほしい。若い世代を育てていきたい。 

・大東市の良い所は製造業。“つくる”“紡ぐ” 

・高齢者と若者が共に支え合えるようなまちづくりが重要。 

・“人づくり×ものづくり×まちづくり＝輝く未来づくり大東”。 

・１０年後の目標を立てないとスローガンは考えることができない。 

・“ひとに大投資する大東市”“猛ひと推し！大東市”“ダイバーシティのまち、ダイトーシティ” 

・“働く人も住む人もキラリと個性が輝くまち大東～産・学・官連携を推進し、働きがいも経済成長も～” 

・働きがいだけではいけない。物心両面の充足が必要。 

・短期的な利益の達成に留まらず、１０年先を見据えた中長期ビジョンを社内で共有し、社員とともに市

場創造と不断の経営革新に取り組んでいるしなやかさを持った企業が強靭な良い企業。 

・１０年ビジョンを実現させるための計画的採用が重要。 

・“大東市！市民に大投資！” 

・国が考える事は「～したら」所得税から控除するというもの。中小企業の大半は赤字で税金を払えず適

用外になっておりミスマッチになっている。 

・“ホップ、ステップ、大東Ｘ”。 

・ＤＸの底上げをしていかないと追い付けない。恐怖を感じる。まずは市役所に見本を見せてもらわねば

ならない。 

・変えねばならないものと変えてはいけないものがある。ビジョンのメインタイトルは普遍的なものと

し、サブタイトルはＤＸやＳＤＧｓに通じるものでもよい。 

・人がつながり、育ち、輝く、その先に大東をつなげながら産業振興につながるものにしたい。 

・投資するのは金だけではない。人の投資もある。 

・予測不能な時代に入っていることへの対応を考えねばならない。ＶＵＣＡやＳＤＧs、ＥＳＧ。 

・つながりはキーワードとなる。企業のつながりならオープンファクトリー。 

・包摂社会の考え方、誰もが社会に参画する機会をつくるも重要。 

・自分に投資されていると感じると嬉しい。お金以外も含めると育むということも入ってくる。投資しよ

うと思う人は絶対に輝いている人で、キラリと輝くというところにつながっている。 

・市民が投資されるではなく、大東市に外から人や金が集まるような投資。 

・“働く舞台で個性が輝き、人に大投資する大東市” 

・今の子どもは前に出ることを嫌がる。競争をしない。あまり主役と言いすぎるのもよくない。 

・“輝く未来に大投資！個性を育む大東市！” 

・事務局やＤ-Ｂizでもう一度内容を揉んで頂きたい。 


